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業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
（1）業務の適正を確保するために必要な体制
① 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
ア．取締役は、社会の構成員として求められる倫理観・価値観に基づき誠実に行動し、
公正且つ適切な経営の実現のため、当社の経営理念、行動規範、法令遵守に関する規
程等に従い、企業倫理の遵守及び浸透を率先垂範して行う。
イ．取締役は、取締役会規則等に定められた付議事項や報告事項等に関し、取締役社長
及び他の取締役の職務執行が適正に行われるよう相互に監督をするものとし、その職
務執行状況について、監査等委員会の定める監督基準及び監査計画に基づく監査等委
員会の監査を受ける。
ウ．取締役社長は、経営理念、行動規範、法令遵守に関する規程等に定めるコンプライ
アンスの重要性を繰り返し使用人に伝えるとともに、業務執行を担当する取締役に、
使用人等に対するコンプライアンス教育・啓発活動を行わせ、各種相談窓口等その他
実践的運用の充実を図る。また市民社会の秩序や安全を脅かす反社会的勢力や団体と
一切の関係を遮断し、毅然とした態度で対応する。
エ．取締役会は、業務執行部門から独立させた監査室による、各部門の業務執行状況の
内部監査を定期的かつ必要に応じ実施させ、その結果について取締役社長を通すなど
の方法により報告させる。

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
ア．取締役の職務に係る情報は、社内規程に基づき、その重要性に応じて適正かつ確実
な保存及び管理を行う。
イ．取締役は、その職務の執行に係る以下の文書（電磁的記録を含む。以下同じ。）その
他の重要な情報を、文書管理規程等に基づき、それぞれの担当職務に従い適切に保
存・管理し、閲覧可能な状態を維持する。
ⅰ） 株主総会議事録と関連資料
ⅱ） 取締役会議事録と関連資料
ⅲ） 経営会議議事録と関連資料
ⅳ） その他取締役の職務の執行に関する重要な文書等
③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
ア．取締役会は、事業に関連する内外のさまざまなリスクに関する規程を定め、リスク
管理体制の実践的運用を実施する。
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イ．取締役会は、リスク種別毎の責任部署を定め、全体のリスクを総括的に管理し、リ
スク管理体制を明確にする。
ウ．取締役会は、監査室により各部門毎のリスク管理状況の監査を定期的かつ必要に応
じ実施させ、その結果について取締役社長を通すなどの方法により報告させる。

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
ア．取締役会は、合理的な職務分掌、チェック機能を備えた権限規程等に基づき、取締
役社長及び取締役（監査等委員である取締役を除く。）の業務執行を行わせる。また、
それらの規程は法令の改廃・職務執行の効率化の必要がある場合は見直す。
イ．取締役会は合理的な経営方針を策定し、全社的な重要事項について検討する経営会
議等の有効活用や各部門間の連携確保のための制度の整備・運用、また取締役に対す
る必要かつ効果的な研修の実施等を行う。

⑤ 当社及びそのグループ会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
ア．子会社の主体的な経営意思を尊重しつつ、関係会社管理規程に基づき重要事項等に
ついての報告を受けることや子会社へ取締役を派遣することにより、子会社の取締役
の職務執行を監督する。
イ．連結経営に対応したグループ全体の監視・監査を実効的かつ適正に行えるよう、監
査等委員会と監査等委員である取締役、子会社の監査役及び会計監査人との緊密な連
携等の充実を図る。

⑥ 監査等委員会がその職務を補助すべき使用人（以下、「補助使用人」といいます。）を置
くことを求めた場合における当該使用人に関する事項
当社は、補助使用人を置くこととし、補助使用人の任命、異動等人事に係る事項の決

定には監査等委員会の事前の同意を得る。
⑦ 補助使用人の取締役（監査等委員である取締役を除く。）からの独立性と指示の実効性
の確保に関する体制
監査等委員会より監査業務に必要な命令を受けた補助使用人は、その命令に関して、

取締役（監査等委員である取締役を除く。）等の指揮命令を受けない。
⑧ 当社及びグループ会社の取締役並びに使用人が、当社の監査等委員会に報告をするため
の体制と報告したことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制
ア．当社は、コンプライアンス違反行為等の早期発見と是正を図るため、企業倫理ヘル
プライン窓口を整備し、運用する。
イ．当社は、監査等委員会、監査等委員である取締役または企業倫理ヘルプライン窓口

― 2 ―

2022年05月30日 18時28分 $FOLDER; 3ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



に報告した者に対して、当該報告をしたことを理由に、不利益な取り扱いを行わない
ことを徹底する。

⑨ 監査等委員会の職務の執行について生じる費用の前払いまたは償還の手続きその他の当
該職務の執行について生じる費用または債務の処理に係る方針に関する事項
ア．当社は、監査等委員会の職務執行上必要な費用を確保するため、毎年度ごとに一定
額の予算を設ける。
イ．当社は、監査等委員会が職務執行について生じる費用の前払いまたは償還等の請求
をしたときは、当該監査等委員会の職務執行に必要でないと認められた場合を除き、
速やかに当該費用または債務を処理する。

⑩ その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
ア．取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人は、監査等委員会に対して、
法令に違反する事実、会社に著しい損害を与えるおそれのある事実を発見したときに
は当該事実に関する事項を速やかに報告する。
イ．取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人は、監査等委員会から業務執
行に関する事項の報告を求められた場合には、速やかに報告を行う。
ウ．監査等委員会は、監査室の実施する内部監査に係る年次計画について事前に説明を
受け、その修正を求めることができるものとし、内部監査の結果について適宜報告を
受け、必要があると認められるときは、追加監査の実施、業務改善策の策定を求める
ことができる。

（2）業務の適正を確保するために必要な体制の整備運用状況
① 財務報告の適正性と信頼性を確保するための体制

財務報告に係る内部統制に対応するため、業務プロセスにおける適正性を確保した体
制を整備し、運用しております。

② その他業務の適正を確保するために必要な体制
経営及び業務執行の健全かつ適切な運営の強化のため、「大井電気行動規範」を策定す

るとともに、教育・研修を定期的に実施することで、コンプライアンス意識の周知徹底
を図っております。併せて、コンプライアンス違反行為等の早期発見と是正を図るため
企業倫理ヘルプライン窓口を整備し、運用しております。
リスク管理につきましては、効果的・効率的に進めるためリスク種別毎の責任部署に

よる対応を基本とする体制をとっておりますが、その対応状況については、経営会議・
取締役会等でフォローを行っております。
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（3）剰余金の配当等の決定に関する方針
① 当社は、中長期的な企業価値の向上を基本目標としつつ、利益配分については、当期
の業績及び今後の業績動向、将来への成長投資、財務体質の強化を総合的に勘案し、中
長期的な株主利益の向上を図ることを基本方針といたします。

② 内部留保資金につきましては、将来の事業展開や今後の急速な技術革新に備え、新製
品・新技術の研究開発投資並びに設備投資等に充当することにより、業績の向上に努め、
体質の強化を図ってまいります。
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株式会社の支配に関する基本方針
（1）基本方針の内容の概要

当社は、金融商品取引所に株式を上場している者として、市場における当社株式の自
由な取引を尊重し、特定の者による当社株式の大規模買付行為であっても、当社グルー
プの企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向上に資するものである限り、これを一
概に否定するものではありません。また、最終的には株式の大規模買付提案に応じるか
どうかは株主の皆様の決定に委ねられるべきだと考えています。
ただし、株式の大規模買付提案の中には、例えばステークホルダーとの良好な関係を

保ち続けることができない可能性があるなど、当社グループの企業価値ひいては株主共
同の利益を損なう虞のあるものや、当社グループの価値を十分に反映しているとは言え
ないもの、あるいは株主の皆様が最終的な決定をされるために必要な情報が十分に提供
されないものもありえます。
そのような提案に対して、当社取締役会は、株主の皆様から負託された者の責務とし

て、株主の皆様のために、必要な時間や情報の確保、株式の大規模買付提案者との交渉
などを行う必要があると考えています。

（2）基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配される
ことを防止するための取組み
当社は、2019年６月26日開催の第95期定時株主総会において、株主の皆様に承認い

ただき「当社株式等の大規模買付行為に関する対応策（買収防衛策）」（以下、「本プラ
ン」といいます。）を継続しております。
本プランは、以下のとおり、当社株式等の大規模買付行為を行おうとする者（以下、

「買付者等」）が遵守すべきルールを策定するとともに、一定の場合には当社が対抗措置
をとることによって大規模買付行為を行おうとする者に損害が発生する可能性があるこ
とを明らかにし、これらを適切に開示することにより、当社の企業価値ひいては株主共
同の利益に資さない買付者等に対して、警告を行うものです。
また、本プランでは、対抗措置の発動等にあたって、当社取締役会の恣意的判断を排

除し、取締役会の判断及び対応の客観性、合理性を確保するための機関として独立委員
会を設置し、発動の是非について当社取締役会への勧告を行う仕組みとしています。
本プランで定める買付ルール（以下、「本ルール」といいます。）は以下のとおりであ

ります。
① 当社取締役会は、買付者等に対して、大規模買付け等の実行に先立ち、当該買付者等が
大規模買付け等に際して本プランに定める手続きを遵守する旨の誓約文言等を記載した
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書面の提出を求めます。
② 当社取締役会は、買付者等に対して、大規模買付け等に対する株主及び投資家の皆様の
ご判断並びに当社取締役会の評価・検討等のために必要かつ十分な情報の提供を求めま
す。
③ 当社取締役会は、買付者等による本必要情報の提供が十分になされたと認めた場合に
は、当社取締役会による評価、検討、交渉、意見形成及び代替案立案のための期間を設
定し、速やかに開示いたします。

④ 独立委員会は、取締役会評価期間内に、当社取締役会による評価、検討、交渉、意見形
成及び代替案立案と並行して、当社取締役会に対して対抗措置の発動の是非に関する勧
告を行うものとします。

⑤ 当社取締役会は、独立委員会の勧告を最大限尊重するものとし、当該勧告を踏まえて当
社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上という観点から、速やかに新株予約権発行
等の対抗措置の発動または不発動の決議を行うものとします。

（3）具体的取組みに対する当社取締役会の判断及びその理由
当社取締役会は、本ルールの設計にあたり、以下の原則を充足することを確認するこ

とにより、本ルールが前記基本方針に従い、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を
確保・向上させる目的に資するものであるとともに、当社役員の地位の維持を目的とす
るものではないものと考えております。

① 企業価値・株主共同の利益の確保・向上の原則
本プランは、当社株式等に対する大規模買付け等がなされる際に、当該大規模買付け

等に応じるべきか否かを株主の皆様がご判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提示
するために必要な情報や期間を確保し、株主の皆様のために買付者等と交渉を行うこと
等を可能とすることにより、当社の企業価値・株主共同の利益を確保し、向上させると
いう目的をもって導入されるものです。
② 事前開示・株主意思の原則

本プランは、2019年６月26日開催の第95期定時株主総会において株主の承認を得た
うえで継続しております。今後の当社株主総会において本プランの変更または廃止の決
議がなされた場合には、本プランも当該決議に従い変更または廃止されることになりま
す。従いまして、本プランの導入及び廃止には、株主の皆様のご意思が十分反映される
仕組みとなっています。
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③ 必要性・相当性確保の原則
ア．独立性の高い社外者の判断の重視と情報開示の徹底

当社は、本プランに基づく大規模買付け等への対抗措置の発動等に関する取締役会
の恣意的判断を排し、取締役会の判断及び対応の客観性及び合理性を確保することを
目的として独立委員会を設置し、当社取締役会は、対抗措置の発動また不発動の決議
に際して独立委員会の勧告を最大限尊重いたします。
また、当社は、独立委員会の判断の概要について株主及び投資家の皆様に情報開示

を行うこととし、当社の企業価値・株主共同の利益に資するよう本プランの透明な運
営が行われる仕組みを確保しています。
イ．合理的な客観的発動要件の設定

本プランは、合理的かつ客観的な発動要件が充足されなければ発動されないように
設定されており、当社取締役会による恣意的な発動を防止するための仕組みを確保し
ています。

ウ．デッドハンド型若しくはスローハンド型買収防衛策ではないこと
本プランは、当社の株主総会で選任された取締役で構成される取締役会により、い

つでも廃止することができるものとされております。従って、本プランは、デッドハ
ンド型買収防衛策（取締役会の構成員の過半数を交代させても、なお発動を阻止でき
ない買収防衛策）ではありません。
また、当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）の任期は１年であり、期差

任期制を採用していないため、本プランはスローハンド型買収防衛策（取締役会の構
成員の交代を一度に行うことができないため、その発動を阻止するのに時間を要する
買収防衛策）でもありません。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
（注） 本事業報告中に記載の金額及び株式数は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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連結株主資本等変動計算書
（2021

2022
年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計
当 期 首 残 高 2,708,389 1,403,366 3,383,069 △539,064 6,955,760
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △64,791 △64,791
親会社株主に帰属する当期純損失 △1,023,544 △1,023,544
自 己 株 式 の 処 分 △2,225 13,501 11,275
自己株式処分差損の振替 176 △176 -
株主資本以外の項目の
当期変動額 (純額 )

当 期 変 動 額 合 計 - △2,049 △1,088,512 13,501 △1,077,060
当 期 末 残 高 2,708,389 1,401,317 2,294,557 △525,563 5,878,699

（単位：千円）
その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純 資 産 合 計
その他有価証券評価差額金 退職給付に係る調整累計額 その他の包括利益累計額合計

当 期 首 残 高 175,172 25,351 200,523 1,295,315 8,451,599
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △4,212 △69,003
親会社株主に帰属する当期純損失 △1,023,544
自 己 株 式 処 分 11,275
自己株式処分差損の振替 -
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） △25,151 △22,656 △47,808 82,681 34,872

当 期 変 動 額 合 計 △25,151 △22,656 △47,808 78,469 △1,046,399
当 期 末 残 高 150,020 2,694 152,714 1,373,785 7,405,199
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連 結 注 記 表

連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記
１．連結の範囲に関する事項
（1）連結子会社の状況

①連結子会社の数…………………４社
②連結子会社の名称
日本フィールド・エンジニアリング㈱
日本テクニカル・サービス㈱
オオイテクノ㈱
㈱エヌ・エフ・サービス

（2）非連結子会社の状況
①非連結子会社の名称……………㈱クリエイト・オオイ
②連結の範囲から除いた理由
非連結子会社は、小規模であり、総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）
及び利益剰余金（持分に見合う額）等は、連結計算書類に重要な影響を及ぼさない
ため、連結の範囲から除外しております。

２．持分法の適用に関する事項
持分法を適用していない非連結子会社の状況
①会社等の名称……………………㈱クリエイト・オオイ
②持分法を適用しない理由
当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等からみて、持
分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体とし
ても重要性がないため持分法の適用範囲から除外しております。

３．会計方針に関する事項
（1）重要な資産の評価基準及び評価方法
① 有価証券

その他有価証券
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市場価格のない株式等以外のもの……………時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、
売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等……………主として、移動平均法による原価法を採用しておりま
す。

② 棚卸資産
商品及び製品、原材料……………主として総平均法による原価法（貸借対照表価額は収

益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

仕掛品、貯蔵品……………主として個別法による原価法（貸借対照表価額は収益
性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産
(リース資産を除く)…………定率法を採用しております。ただし、1998年４月１

日以降に取得した建物（附属設備を除く）並びに
2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構
築物については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 ２～50年
工具器具及び備品 ２～20年

② 無形固定資産
(リース資産を除く)…………定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウェアは社内における見込利
用可能期間（５年）に基づく定額法によっておりま
す。

③リース資産……………………リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額
法を採用しております。

（3）引当金の計上基準
① 貸 倒 引 当 金……債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒

実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回
収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。
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② 賞 与 引 当 金……従業員の賞与支給に備えるため、賞与支給見込額のうち当連結
会計年度に負担すべき額を計上しております。

③ 役員賞与引当金……役員の賞与支出に備えるため、会社が算定した当連結会計年度
に負担すべき支給見込額を計上しております。

④ 役員退職慰労引当金……役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支
給額を計上しております。

⑤ 工事損失引当金……受注工事の損失発生に備えるため、当連結会計年度末手持ち受
注工事のうち、損失の発生が見込まれ、かつ金額を合理的に見
積もることのできる工事について、損失見積額を計上しており
ます。

（4）重要な収益及び費用の計上基準
当社グループは、以下の５ステップアプローチに基づき、顧客への財やサービスの移
転との交換で、権利を得ると見込む対価を反映した金額で収益を認識しております。
ステップ１：顧客との契約を識別する
ステップ２：契約における履行義務を識別する
ステップ３：取引価格を算定する
ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する
ステップ５：履行義務の充足時に（又は充足するにつれて）収益を認識する
当社グループの顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義
務の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は、以
下のとおりであります。
当社グループは、情報通信機器製造販売事業とネットワーク工事保守事業を行ってお

ります。主に完成した製品及び工事契約を顧客に供給することを履行義務としており、
原則として製品及び工事契約を引き渡した時点において支配が顧客へ移転して履行義務
が充足されると判断し、当時点において収益を認識しております。
製品の国内の販売において、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転される時までの
期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。その他、据付工
事が付帯した製品の販売については、据付工事の顧客検収時点において顧客が当該製品
に対する支配を獲得し、履行義務が充足されると判断していることから、当該顧客検収
時点で収益を認識しております。また、工事及び保守の工事契約については、一定の期
間にわたり履行義務が充足されると判断し、履行義務の充足に係る進捗度に基づき収益
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を認識しております。ただし、履行義務の充足に係る進捗率の合理的な見積りが出来な
い工事については、合理的に見積もることが出来る時まで、原価回収基準により収益を
認識しております。
これらの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、別途定める支払条件に基づき概
ね１年以内に受領しており、重大な金融要素は含んでおりません。

（5）その他連結計算書類作成のための基本となる重要な事項
① 退職給付に係る会計処理の方法
イ．退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間
に帰属させる方法については、給付算定式基準によっております。
ロ．数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数

（14年）による定額法により費用処理しております。
数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務
期間以内の一定の年数（５～15年）による定額法により按分した額をそれぞれ
発生の翌連結会計年度から費用処理することとしております。
ハ．未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の会計処理方法
未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用については、税効果を調整の
上、純資産の部におけるその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に
計上しております。
二．小規模企業等における簡便法の採用
一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給
付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用
しております。

② 連結納税制度の適用……当社及び一部の連結子会社は、連結納税制度を適用しております。

③ 連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用
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当社及び一部の国内連結子会社は、翌連結会計年度から、連結納税制度からグル
ープ通算制度へ移行することとなります。ただし、「所得税法等の一部を改正する
法律」(令和２年法律第８号)において創設されたグループ通算制度への移行及びグ
ループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目について
は、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関す
る取扱い」（実務対応報告第39号 2020年３月31日）第３項の取扱いにより、
「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号 2018年
２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額につい
て、改正前の税法の規定に基づいております。
なお、翌連結会計年度の期首から、グループ通算制度を適用する場合における法

人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示の取扱いを定めた「グル
ープ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告
第42号 2021年８月12日）を適用する予定であります。
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会計方針の変更に関する注記
１．収益認識に関する会計基準等の適用
「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」
という。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点
で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。な
お、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品
の国内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の
期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。これによる主な変更点は、一部の連結子会社
において従来は工事完成基準を適用していた契約のうち、一定期間にわたり履行義務が充足される契約
については、工事進行基準を適用して収益を認識する方法に変更した点です。なお、履行義務の充足に
係る進捗率の合理的な見積りが出来ない工事については、合理的に見積もることが出来る時まで、原価
回収基準により収益を認識する方法に変更しております。
収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱い

に従っており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、
当連結会計年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。
ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに従前の取
扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。
この結果、当連結会計年度の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影

響もありません。
２．時価の算定に関する会計基準等の適用
「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基
準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関す
る会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、
時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。
これによる、連結計算書類に与える影響はありません。
また、金融商品に関する注記において、金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項等の注記
を行うことといたしました。

会計上の見積りに関する注記
１．固定資産の減損
（1）当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額
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有形固定資産（情報通信機器製造販売事業） 1,907,012千円
無形固定資産（情報通信機器製造販売事業） 514,965千円
減損損失（処分予定資産及び遊休資産） 33,789千円

（2）識別した項目に係る重要な会計上の見積の内容に関する情報
当社グループは、減損の兆候がある資産又は資産グループから得られる割引前将来キャ

ッシュ・フローの総額が帳簿価額を下回る場合に、帳簿価額を回収可能価額（正味売却価
額又は使用価値のいずれか高い価額）まで減額し、当該帳簿価額の減少額は減損損失とし
て認識します。
資産又は資産グループから得られる将来キャッシュ・フローの見積りは、取締役会によ

って承認された事業計画と、事業計画が策定されている期間を超えている期間についての
市場の長期平均成長率の範囲内で見積った成長率に基づいて行っております。将来キャッ
シュ・フローの見積りにおける重要な仮定は、事業計画の基礎となる市場成長率、主要製
品の販売数量及び価格並びに原価率、ネットワーク関係の設計・施工・保守の価格及び原
価率、固定資産の使用後の処分価値であります。
処分予定資産（廃棄・売却等により処分を予定している資産）及び遊休資産については、

個別資産ごとにグルーピングを行い、資産又は資産グループごとに減損の兆候判定を行っ
ております。処分予定資産及び遊休資産は、固定資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額
し、当該減少額を減損損失として計上することとしております。
当連結会計年度末において、情報通信機器製造販売事業の有形固定資産1,907,012千円

及び無形固定資産514,965千円に係る資産グループについて営業キャッシュ・フローが連
続してマイナスになったこと等により、減損の兆候があると判断しましたが、減損損失の
認識の判定において、当該資産グループから得られる割引前将来キャッシュ・フローの総
額がその帳簿価額を上回っていたことから、減損損失は計上しておりません。
また、処分予定資産及び遊休資産としてグルーピングされた資産グループについては、

帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上してお
ります。当連結会計年度の減損損失の金額は33,789千円であります。
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なお、減損の兆候把握、減損損失の認識及び測定に当たっては慎重に検討しております
が、事業計画や市場環境の変化により、その見積額の前提とした条件や仮定に変更が生じ
減少した場合、翌連結会計年度に減損処理が必要となる資産又は資産グループが生じる可
能性があります。
新型コロナウイルス感染症の影響が2023年３月期以降の一定期間にわたって継続するも

のと仮定し、会計上の見積りを行っております。
２．棚卸資産の評価
（1）当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額
商品及び製品 955,908千円
仕掛品 4,310,956千円
原材料及び貯蔵品 1,325,625千円

（注）当社の保有する棚卸資産6,144,738千円が含まれており、連結総資産の28.2％を占めております。
（2）識別した項目に係る重要な会計上の見積の内容に関する情報

棚卸資産は主として原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）により評価してお
り、正味売却価額が帳簿価額よりも低下している時には、帳簿価額を正味売却価額まで切
下げております。また、入庫から一定期間を経過した棚卸資産については、期間の経過に
応じて規則的に簿価を切下げております。さらに、想定した営業循環から外れて過剰に保
有する棚卸資産についても、処分見込価額まで規則的に簿価を切下げております。
当社は、棚卸資産の滞留の実績や需要予測の変化に応じて、滞留在庫や営業循環過程か

ら外れた過剰在庫の識別を総合的に勘案して判断しております。
顧客のニーズに合わせた製品製作をするためには、一定程度の棚卸資産を常に保有して

おり、その中には入庫後保有期間が長期にわたり滞留する棚卸資産が存在します。そのよ
うな棚卸資産については品質管理上の懸念が発生する可能性が高くなるため、入庫からの
期間で逓減的に価値が下落していくと見なし、段階的に評価損率を乗じて帳簿価額を切下
げる方法を採用しております。
また、過去の販売実績及び主要顧客の需要予測を基にした予定販売数量が、市場の変化
等により、当初の予定販売数量を満たせず過剰となる棚卸資産も存在します。その場合、
過剰在庫の数量に応じて段階的に評価損率を乗じて帳簿価額を切下げる方法を採用してお
ります。
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なお、市場環境が悪化して正味売却価額が著しく下落した場合、保有期間が長期にわた
る棚卸資産の今後の使用状況や廃棄処分の状況に変化が生じた場合、営業循環から外れた
過剰在庫の処分見込みや使用見込みに変化が生じた場合には、追加の棚卸資産評価損が計
上される可能性があります。

連結貸借対照表に関する注記
１．担保資産及び担保付債務
担保に供している資産は、次のとおりであります。

建 物 及 び 構 築 物 955,203千円
土 地 913,934千円
投 資 有 価 証 券 40,119千円
計 1,909,257千円

担保付債務は、次のとおりであります。
短 期 借 入 金 3,920,000千円
１年内返済予定の長期借入金 54,756千円
長 期 借 入 金 557,866千円
計 4,532,622千円

２．有形固定資産の減価償却累計額 6,930,845千円
３．保証債務 3,817千円
従業員の金融機関からの借入に対し債務保証を行っております。

連結損益計算書に関する注記
減損損失
当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

場所 用途 種類
日本テクニカル・サービス㈱
埼玉県蕨市 処分予定資産 建物及び構築物、土地

当社グループは、報告セグメント別（情報通信機器製造販売、ネットワーク工事保守）に、処
分予定資産及び遊休資産については個別に資産のグルーピングを行っております。
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上記、埼玉県蕨市の処分予定資産については、翌連結会計年度に売却予定であるため、その帳
簿価額を回収可能評価額まで減額し、当該減少額を減損損失（33,789千円）として特別損失に
計上しております。なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しており、不動産鑑定評価基
準に基づき評価した額により処分費用見込額を控除して算定しております。

連結株主資本等変動計算書に関する注記
１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

当連結会計年度期首
株式数

当連結会計年度増加
株式数

当連結会計年度減少
株式数

当連結会計年度末
株式数

発 行 済 株 式

普 通 株 式 1,470,000株 －株 －株 1,470,000株

合 計 1,470,000株 －株 －株 1,470,000株

自 己 株 式

普 通 株 式 （注） 174,165株 －株 4,362株 169,803株

合 計 174,165株 －株 4,362株 169,803株
（注）普通株式の自己株式の株式数の減少4,362株は、株式報酬制度に伴う譲り渡しによる減少であります。

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項
該当事項はありません。

３．配当に関する事項
（1）配当金支払額
(決議) 株式の種類 配当金の総額 １株当たり

配当額 基準日 効力発生日

2021年５月12日
取締役会 普通株式 64,791千円 50円 2021年３月31日 2021年６月25日

（2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度とな
るもの
該当事項はありません。
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金融商品に関する注記
１．金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については預金等の安全性の高い金融商品に限定し、また、
資金調達については主に銀行借入による方針であります。

（2）金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
営業債権である受取手形、売掛金、電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒されており
ますが、当該リスクについては、内規に従い取引先ごとに期日管理及び残高管理を行うこ
とにより、リスク軽減を図っております。
投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスク
に晒されておりますが、時価や発行体の財務状況等を定期的に把握し、取引先企業との関
係を勘案のうえ、保有状況を継続的に見直すこととしております。
営業債務である支払手形及び買掛金、電子記録債務、未払金は、そのほとんどが６か月
以内の支払期日であります。また、その一部には、原材料等の輸入に伴う外貨建のものが
あり、為替の変動リスクに晒されておりますが、定期的に為替相場を把握し、為替変動リ
スクを管理しております。
短期借入金は、主に営業取引に係る資金調達を目的としております。金利変動リスクに
晒されておりますが、短期決済であるため金利変動リスクは限定的であります。また、金
融機関ごとの金利変動を管理しております。

２．金融商品の時価等に関する事項
2022年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の
とおりであります。

連結貸借対照表
計上額 時価 差額

投資有価証券(*2) 474,819千円 474,819千円 －千円

(*1)「現金及び預金」、「受取手形」、「売掛金」、「電子記録債権」、「支払手形及び買掛金」、「電子記録債務」、
「短期借入金」、「未払金」については、短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであるこ
とから、記載を省略しております。

(*2)市場価格のない株式等は、「投資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の連結貸借対照表計上
額は以下のとおりであります。
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区分 連結貸借対照表計上額

非上場株式 188,200千円

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下

の３つのレベルに分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成

される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格によ
り算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以
外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプ
ットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を
分類しております。
時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券 474,819千円 －千円 －千円 474,819千円

（注） 時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券
上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、そ
の時価をレベル１の時価に分類しております。

賃貸等不動産に関する注記
重要性が乏しいため記載を省略しております。
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収益認識に関する注記
１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

報告セグメント
合計情報通信機器

製造販売
ネットワーク
工事保守

一時点で移転される財 12,689,042千円 11,146,969千円 23,836,011千円
一定の期間にわたり移転される財 －千円 899,556千円 899,556千円

顧客との契約から生じる収益 12,689,042千円 12,046,526千円 24,735,568千円

外部顧客への売上高 12,689,042千円 12,046,526千円 24,735,568千円

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
当社グループの主要な事業における主な履行義務の内容と、当履行義務を充足する通常の時
点についての情報は、連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記に記載し
ております。

３．当連結会計年度末及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
(1) 契約資産の残高等
顧客との契約から生じた債権及び契約資産の残高は、以下のとおりです。

当連結会計年度期首 当連結会計年度末

顧客との契約から生じた債権 9,241,904千円 6,302,576千円

契約資産 93,687千円 129,066千円

契約負債 11,650千円 19,254千円

連結貸借対照表において、顧客との契約から生じた債権は「受取手形」、「売掛金」、「電子
記録債権」に含まれており、契約負債は流動負債の「その他」に含まれております。
(2) 残存履行義務に配分した取引額
当社グループにおいては、当初の予想契約期間が１年を超える重要な取引がないため、実
務上の便法を適用し、残存履行義務に関する情報の記載を省略しております。また、顧客と
の契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。
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１株当たり情報に関する注記
１．１株当たり純資産額 4,638円85銭
２．１株当たり当期純損失 788円03銭

重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

その他の注記
該当事項はありません。

（注） 記載金額は表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書
（2021

2022
年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株
式

株主資本
合計資本

準備金
その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他
利益
剰余金

利益
剰余金
合計繰越利益

剰 余 金
当 期 首 残 高 2,708,389 1,442,759 2,049 1,444,809 - 1,109,130 1,109,130 △539,064 4,723,264

当 期 変 動 額
剰余金の配当 △64,791 △64,791 △64,791

当 期 純 損 失 △1,130,258 △1,130,258 △1,130,258

自己株式の処分 △2,225 △2,225 13,501 11,275

自己株式処分差損の振替 176 176 △ 176 △ 176 -
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）
当期変動額合計 - - △2,049 △2,049 - △1,195,225 △1,195,225 13,501 △1,183,774

当 期 末 残 高 2,708,389 1,442,759 - 1,442,759 - △86,094 △86,094 △525,563 3,539,490

（単位：千円）
評 価 ・ 換 算 差 額 等

純 資 産 合 計
その他有価証券評価差額金 評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

当 期 首 残 高 114,226 114,226 4,837,490
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △64,791
当 期 純 損 失 △1,130,258
自 己 株 式 の 処 分 11,275
自己株式処分差損の振替 -
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （純 額） △11,848 △11,848 △11,848

当 期 変 動 額 合 計 △11,848 △11,848 △1,195,622
当 期 末 残 高 102,377 102,377 3,641,867
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個 別 注 記 表

重要な会計方針に係る事項に関する注記
１．資産の評価基準及び評価方法
（1）有価証券の評価基準及び評価方法
①子会社株式及び関連会社株式………移動平均法による原価法
②その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの……………時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売
却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等……………移動平均法による原価法
（2）棚卸資産の評価基準及び評価方法
①製品、半製品、材料…………総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下

に基づく簿価切下げの方法により算定）
②仕掛品、貯蔵品………………個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法により算定）
ただし貯蔵品のうち事務用品・工場消耗品類は最終仕入
原価法による原価法

２．固定資産の減価償却の方法
（1）有 形 固 定 資 産
(リース資産を除く)…………定率法

ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（附属設
備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物
附属設備及び構築物については、定額法によっておりま
す。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 ２～50年
工具器具備品 ２～20年

（2）無 形 固 定 資 産
(リース資産を除く)…………定額法

なお、自社利用のソフトウェアは社内における見込利用
可能期間（５年）に基づく定額法によっております。
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（3）リ ー ス 資 産…………リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法
を採用しております。

３．引当金の計上基準
（1）貸 倒 引 当 金…………債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につい
ては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上
しております。

（2）賞 与 引 当 金…………従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額を計上して
おります。

（3）役 員 賞 与 引 当 金…………役員の賞与支給に備えるため、支給見込額を計上してお
ります。

（4）退 職 給 付 引 当 金…………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における
退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上してお
ります。
① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を
当事業年度末までの期間に帰属させる方法について
は、給付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
過去勤務費用については、その発生時の従業員の
平均残存勤務期間以内の一定の年数（14年）によ
る定額法により費用処理しております。
数理計算上の差異については、各事業年度の発生
時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の
年数（12～15年）による定額法により按分した額
を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処理してお
ります。

（5）工 事 損 失 引 当 金…………受注工事の損失発生に備えるため、当期末手持ち受注工
事のうち、損失の発生が見込まれ、かつ金額を合理的に
見積もることのできる工事について、損失見積額を計上
しております。
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４．収益及び費用の計上基準
当社は、以下の５ステップアプローチに基づき、顧客への財やサービスの移転との交換で、

権利を得ると見込む対価を反映した金額で収益を認識しております。
ステップ１：顧客との契約を識別する
ステップ２：契約における履行義務を識別する
ステップ３：取引価格を算定する
ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する
ステップ５：履行義務の充足時に（又は充足するにつれて）収益を認識する
当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当
該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は、以下のとおりでありま
す。
当社は、情報通信機器製造販売事業を行っております。主に完成した製品を顧客に供給する
ことを履行義務としており、原則として製品を引き渡した時点において支配が顧客へ移転して
履行義務が充足されると判断し、当時点において収益を認識しております。
製品の国内の販売において、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転される時までの期間が

通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。その他、据付工事が付帯した
製品の販売については、据付工事の顧客検収時点において顧客が当該製品に対する支配を獲得
し、履行義務が充足されると判断していることから、当該顧客検収時点で収益を認識しており
ます。
これらの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、別途定める支払条件に基づき概ね１年
以内に受領しており、重大な金融要素は含んでおりません。

５．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
（1）退職給付に係る会計処理…退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去

勤務費用の未処理額の会計処理の方法は、連結計算書類
におけるこれらの会計処理の方法と異なっております。

（2）連結納税制度の適用………連結納税制度を適用しております。

（3）連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用
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当社は、翌事業年度から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行することとなりま
す。ただし、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)において創設され
たグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見
直しが行われた項目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効
果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報告第39号 2020年３月31日）第３項の取扱い
により、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号 2018年
２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正
前の税法の規定に基づいております。
なお、翌事業年度の期首から、グループ通算制度を適用する場合における法人税及び地
方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示の取扱いを定めた「グループ通算制度を適
用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号 2021年８月12
日）を適用する予定であります。

― 27 ―

2022年05月30日 18時28分 $FOLDER; 28ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



会計方針の変更に関する注記
１．収益認識に関する会計基準等の適用
「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識
会計基準」という。）等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧
客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識す
ることといたしました。なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替
的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支
配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識してお
ります。
収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過

的な取扱いに従っており、当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累
積的影響額を、当事業年度の期首の繰越利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方
針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当事業年度
の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新た
な会計方針を遡及適用しておりません。
この結果、当事業年度の損益に与える影響はありません。また、繰越利益剰余金の当期首残

高への影響もありません。

２．時価の算定に関する会計基準等の適用
「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定
会計基準」という。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融
商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過
的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用す
ることとしております。
これによる、計算書類に与える影響はありません。
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会計上の見積りに関する注記
１．固定資産の減損
（1）当事業年度の計算書類に計上した金額
有形固定資産 1,907,012 千円
無形固定資産 514,509 千円
減損損失 －千円

（2）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
当社は、減損の兆候がある資産又は資産グループから得られる割引前将来キャッシュ・
フローの総額が帳簿価額を下回る場合に、帳簿価額を回収可能価額（正味売却価額又は使
用価値のいずれか高い価額）まで減額し、当該帳簿価額の減少額は減損損失として認識し
ます。
資産又は資産グループから得られる将来キャッシュ・フローの見積りは、取締役会によ
って承認された事業計画と、事業計画が策定されている期間を超えている期間についての
市場の長期平均成長率の範囲内で見積った成長率に基づいて行っております。将来キャッ
シュ・フローの見積りにおける重要な仮定は、事業計画の基礎となる市場成長率、主要製
品の販売数量及び価格並びに原価率、固定資産の使用後の処分価値であります。
処分予定資産（廃棄・売却等により処分を予定している資産）及び遊休資産については、

個別資産ごとにグルーピングを行い、資産又は資産グループごとに減損の兆候判定を行っ
ております。処分予定資産及び遊休資産は、固定資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額
し、当該減少額を減損損失として計上することとしております。
当事業年度末において、有形固定資産1,907,012千円及び無形固定資産514,509千円に

係る資産グループについて営業キャッシュ・フローが連続してマイナスになったこと等に
より、減損の兆候があると判断しましたが、減損損失の認識の判定において、当該資産グ
ループから得られる割引前将来キャッシュ・フローの総額がその帳簿価額を上回っていた
ことから、減損損失は計上しておりません。
なお、減損の兆候把握、減損損失の認識及び測定に当たっては慎重に検討しております

が、事業計画や市場環境の変化により、その見積額の前提とした条件や仮定に変更が生じ
減少した場合、翌事業年度に減損処理が必要となる資産又は資産グループが生じる可能性
があります。
新型コロナウイルス感染症の影響が2023年３月期以降の一定期間にわたって継続する

ものと仮定し、会計上の見積りを行っております。

― 29 ―

2022年05月30日 18時28分 $FOLDER; 30ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



２．棚卸資産の減損
（1）当事業年度の計算書類に計上した金額
製品 22,640 千円
半製品 882,497 千円
材料 1,276,468 千円
仕掛品 3,950,787 千円
貯蔵品 12,345 千円

（2）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
棚卸資産は主として原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）により評価してお

り、正味売却価額が帳簿価額よりも低下している時には、帳簿価額を正味売却価額まで切
下げております。また、入庫から一定期間を経過した棚卸資産については、期間の経過に
応じて規則的に簿価を切下げております。さらに、想定した営業循環から外れて過剰に保
有する棚卸資産についても、処分見込価額まで規則的に簿価を切下げております。
当社は、棚卸資産の滞留の実績や需要予測の変化に応じて、滞留在庫や営業循環過程か
ら外れた過剰在庫の識別を総合的に勘案して判断しております。
顧客のニーズに合わせた製品製作をするためには、一定程度の棚卸資産を常に保有して
おり、その中には入庫後保有期間が長期にわたり滞留する棚卸資産が存在します。そのよ
うな棚卸資産については品質管理上の懸念が発生する可能性が高くなるため、入庫からの
期間で逓減的に価値が下落していくと見なし、段階的に評価損率を乗じて帳簿価額を切下
げる方法を採用しております。
また、過去の販売実績及び主要顧客の需要予測を基にした予定販売数量が、市場の変化
等により、当初の予定販売数量を満たせず過剰となる棚卸資産も存在します。その場合、
過剰在庫の数量に応じて段階的に評価損率を乗じて帳簿価額を切下げる方法を採用してお
ります。
なお、市場環境が悪化して正味売却価額が著しく下落した場合、保有期間が長期にわた

る棚卸資産の今後の使用状況や廃棄処分の状況に変化が生じた場合、営業循環から外れた
過剰在庫の処分見込みや使用見込みに変化が生じた場合には、追加の棚卸資産評価損が計
上される可能性があります。
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貸借対照表に関する注記
１．担保資産及び担保付債務
担保に供している資産は、次のとおりであります。
建 物 888,511千円
土 地 256,890千円
計 1,145,401千円

担保付債務は次のとおりであります。
短 期 借 入 金 3,800,000千円
一年内の返済予定の長期借入金 54,756千円
長 期 借 入 金 557,866千円
計 4,412,622千円

２．有形固定資産の減価償却累計額 5,354,354千円
３．保証債務 3,817千円
従業員の金融機関からの借入に対し債務保証を行っております。

４．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務
短期金銭債権 65,764千円
短期金銭債務 163,725千円

損益計算書に関する注記
関係会社との取引高
売上高 147,198千円
仕入高 618,952千円
営業取引以外の取引高 664,042千円
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株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の種類及び株式数に関する事項

当事業年度
期首株式数

当事業年度
増加株式数

当事業年度
減少株式数

当事業年度末
株式数

自 己 株 式
普 通 株 式 （注） 174,165株 －株 4,362株 169,803株

合 計 174,165株 －株 4,362株 169,803株
（注）普通株式の自己株式の株式数の減少4,362株は、株式報酬制度に伴う譲り渡しによる減少であります。

税効果会計に関する注記
１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

（単位：千円）
繰延税金資産
賞与引当金 102,423
棚卸資産 262,070
退職給付引当金 946,761
工事損失引当金 23,240
資産除去債務 26,134
税務上の繰越欠損金 937,153
その他 104,584
繰延税金資産小計 2,402,369
税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 △937,153
将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △1,190,242
評価性引当額 △2,127,395
繰延税金資産合計 274,973
繰延税金負債
その他有価証券評価差額金 △42,130
繰延税金資産の純額 232,843
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関連当事者との取引に関する注記
関連当事者との取引
（1）親会社及び法人主要株主（会社等の場合に限る。）等

種類 会社等の名
称又は氏名 所在地

資本金又は
出 資 金
（千円）

事業の内容
又 は 職 業

議決権等
の 所 有
(被所有)
割 合

関連当事者
と の 関 係 取引の内容

取引金額
（千円） 科目 期末残高

（千円）

主要株主 三菱電機㈱ 東京都
千代田区 175,820,770

重電システム、
産業メカトロ
ニクス、情報
通信システム、
電子デバイス、
家庭電器等の
製品の開発、
製 造、 販 売、
サービス

(被所有)
直接
19.1％

当社製品の
販売及び同
社製品等の
一部につき
購入

情報通信
機器の販
売

1,822,798

売掛金 363,027

電子記
録債権 254,073

（注）1. 上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれてお
ります。

2. 取引条件及び取引条件の決定方針等
当社製品の販売については、市場価格を参考に決定しております。

（2）親会社及び法人主要株主（会社等の場合に限る。）の子会社等

種類 会社等の名
称又は氏名 所在地

資本金又は
出 資 金
（千円）

事業の内容
又 は 職 業

議決権等
の 所 有
(被所有)
割 合

関連当事者
と の 関 係 取引の内容

取引金額
（千円） 科目 期末残高

（千円）

主要株主の子会社
三菱電機
ビルテクノ
サービス㈱

東京都
千代田区 5,000,000

昇 降機設備、
冷凍・空調設
備、その他ビ
ル設備等の販
売、据付、保
守、修理、ビ
ルの総合管理
運営及びコン
サルティング

－ 当社製品の
販売

情報通信
機器の販
売

688,396 売掛金 185,262

（注）1. 上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれてお
ります。

2. 取引条件及び取引条件の決定方針等
当社製品の販売については、市場価格を参考に決定しております。

3．三菱電機ビルテクノサービス㈱は、2022年４月１日付で三菱電機ビルソリューションズ㈱に社名変
更しております。
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収益認識に関する注記
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「連結注記表 収益認識に
関する注記」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

１株当たり情報に関する注記
１．１株当たり純資産額 2,801円01銭
２．１株当たり当期純損失 870円19銭

重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

その他の注記
該当事項はありません。

（注） 記載金額は表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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